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・ 土浦市公共交通案内ホームページ「つちナビ！」の開設 
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・ 第 3 回「モビリティサポート有識者委員会」の開催、及び「ICT を活用した歩行者

の移動支援に関する勉強会」の開催について 

・ 参事官室の紹介 
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・総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

・地域の取り組み募集！！ 

 

編編編集集集後後後記記記   

   

はははじじじめめめににに 

このたびの東日本大震災で被災された方々に対し、先ず心からお悔やみとお

見舞いを申し上げます。  

４月１日付けで参事官となった秋村成一郎です。未曾有の被害の中、当室においても被災地の

復旧・復興と今後の減災に関する検討を進めています。検討の視点は、総合的な交通体系の確保、

ＩＣＴ等を活用した迅速な避難移動支援システムの２つです。職員一同、少しでもお役に立ちた

いと考えております。さて、2008 年７月創刊のメールマガジンは今回で第３４号となりました。

今後は読者の皆さまのお役に立つ情報をさらに充実させて提供してまいります。また、皆さまか

らもどしどしご意見をいただき、情報交換の場としてもご活用いただければと考えております。 

皆さまの引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。 



「つちナビ！」のページ 

ベロタクシーの写真 

狭隘な道路 

地地地域域域ののの取取取りりり組組組みみみ紹紹紹介介介   

      土浦市公共交通案内ホームページ「つちナビ！」の開設   （茨城県 土浦市） 

土浦市では、複数の交通事業者が存在する中で、利用者

にとってわかりやすい情報提供が行われていなかったこ

とが課題でした。課題解消に向け、学識経験者、交通事業

者を交えた議論を経て、公共交通案内ＨＰ「つちナビ！」

を開設。使い勝手のよいＨＰとなるようなポイントについ

てもまとめていますので、ご参考にして下さい。 

【土浦市における「つちナビ！」開設に向けた取り組みはこちら↓】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/1103takamatsu.pdf 

土浦市公共交通案内ホームページ「つちナビ！」 

 http://www.t-koutsu.jp 

 

高齢者を対象とした自転車タクシーによるコミュニティー輸送事業 
（ＮＰＯ法人五環生活 (滋賀県)） 

旧城下町ということもあり狭隘道路に面しており、タクシー

など車が容易に入れず、細街路の奥では移動手段が無い高齢者

などが取り残され、引きこもってしまう状況が潜在している課

題に対して、滋賀県彦根市において取り組まれている自転車タ

クシーの事例を紹介します。会員制の活用や熱心な広告活動な

ど普及に向けた取り組みや課題等参考になればと思います。 

 また、上記の取り組みは、国土交通省の地方部局の一つ近畿

地方整備局において、地域づくり活動をがんばっている方々の

交流の場を提供する、『関西元気な地域づくり発表会』で紹

介され、広く取り組みが伝えられるとともに、同じ課題を共

有する方々との活発な議論が行われたようです。 

 このような地域づくりを盛り立てる取り組みは、国土交通

省の各地方部局でも行われています、ご参考にしていただけ

ればと思います。 

【NPO 法人五環生活 輪タクホームページ】http://gokan-seikatsu.jp/rintak/index.html 

【近畿地方整備局における取り組み『関西元気な地域づくり発表会』について】 

http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/kansaigenki/symposium/110201_report/index.html 



参参参事事事官官官室室室だだだよよよりりり   

～ 本号より当室の取り組み等を「参事官室だより」としてお伝えします ～ 

 第 3 回「モビリティサポート有識者委員会」（３／１０）の開催及び 

第 3 回「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」（３／８）の開催について 

参事官室では、人の移動に着目し、出発地から目的地に至るまでの総合的な交通に関する施策

を推進しています。その一環として、モビリティサポートサービスの普及展開を目指した取り組

みに対して支援する「モビリティサポートモデル事業」を実施しており、平成 22 年度は、全国

7地区で実施いたしました。当該事業の各地区からの事業成果を報告する「第 3回モビリテ

ィティサポート有識者委員会」を開催いたしましたのでご紹介させて頂きます。 

また、モビリティサポートも含めた歩行者移動支援サービスについて、ICT を活用した歩

行者の移動支援施策を一層推進し、今後の方向性について検討を行うため、小泉国土交通

大臣政務官の主宰の下、「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」(座長：坂村健 

東京大学大学院情報学環教授)を設置し、議論を行っています。このたび、3月 8日に第 3

回勉強会が開催されましたのでご紹介させていただきます。 

■国土交通省「モビリティサポートの推進」サイトホームページ： 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000025.html 

■「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」ホームページ 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_fr_000002.html 

   

当室のメンバーと業務内容を紹介します。 

4 月期にメンバーも大きく替わりましたので、当室のメンバーと業務内容を紹介します。今後

は、政策紹介に合わせて、顔の見えるメールマガジンにしていければと考えています。 

秋村参事官（青森県青森市出身）：H23 年４月より現職。当室の全体総括。 

有田政策企画官（三重県四日市市出身）：H23 年４月より現職。総合的な交通体系に係る政策に

ついて総括。 

山崎課長補佐（東京都世田谷区出身）：H21 年 10 月より現職。政策の実現にはアイディアやツー

ルだけではなく、予算や法令が重要。当室にて予算等のとりまとめを主に担当。 

岡野係長（東京都青梅市出身）：H22 年４月より現職。山崎補佐とチームを組み、当室の予算、

法律、いろいろな面倒毎を一手に引き受ける働き者。現在禁煙中。 

隅蔵課長補佐（大阪府大阪市出身）：H22 年４月より現職。主に歩行者の移動を支援する政策を

担当。本号で紹介のモビリティサポート等を鋭意推進中。 



上原係長（千葉県柏市出身）：H22 年４月より現職。隅蔵補佐とチームを組み、主に歩行者の移

動を支援する政策を担当。政策推進の縁の下の力持ち。 

浦嶋専門調査官（大阪府堺市出身）：H21 年６月より現職。様々な交通手段を複合的に分析でき

る計算ツール NITAS（ﾅｲﾀｽ）等を主に担当。興味のある方は以下の HP をご覧くださ

い。http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/nitas/nitasout.pdf 

野津専門調査官（熊本県熊本市出身）：本メールマガジン編集者（詳しくは編集後記にて自己紹

介させて頂きます） 

   

ＩＩＩｎｎｎｆｆｆｏｏｏｒｒｒｍｍｍａａａｔｔｔｉｉｉｏｏｏｎｎｎ   

総合交通メールマガジンの受付窓口の変更についてお知らせ下さい。 

 4 月期の人事異動等により、メールマガジンの受付窓口が変更になった行政機関等の方につい

ては、送信先の変更を申請下さい。なお、変更内容については、以下までお願いします。 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

   

総合交通メールマガジンへのご意見をお寄せ下さい！ 

 総合交通メールマガジンでは、読者の皆様からのご意見・ご要望を踏まえて内容を充実させて

いきたいと考えています。誌面の感想、取り上げて欲しいテーマなど、どのようなことでも構い

ませんので、ご意見等頂けると幸いです。様式、送付先については、下記ＵＲＬをご利用下さい。 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/soukou-magazine/iken-merumaga.xls 

 

   地域の取り組み募集！！ 

当室では、情報提供頂いた取り組みをメールマガジンで紹介することにより、各地域でノウハ

ウ等の情報共有・情報交換ができればと考えており、総合的な交通施策の取り組みについて情報

提供頂ける自治体等を募集しています。自薦・他薦は問いませんので、お気軽にご連絡下さい。 

また、被災地への情報支援の意味でも被災後の取り組み、災害を見据えた防災力向上の取り組

み等あれば、是非情報提供頂ければと思います。 

【情報提供頂く内容】 

例えば、・ 災害時の協力体制を念頭に置いた、高齢者のモビリティ確保の取り組み 

・ 低炭素社会の実現に向けモビリティのあり方を見直す取り組み（交通の再編等） 

・ 交通の改善により地域活性化を図る取り組み  など 

※ これまでに、推薦頂いたものも含めて６２件の取り組みを紹介させて頂きました。 



バックナンバー一覧： 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000005.html 
 

 

 

 

 

 このたびの大地震での被災に対して、心からお見舞い申し上げます。本メールマガジンにおい

ても、国土交通省の復旧・復興に向けた取り組みのうち、総合的な交通の確保に向けた動きがあ

りましたら積極的に情報提供して参りたいと思います。 

 平成２３年度最初の「総合交通メールマガジン」となります。この 4月より新しく担当させて

いただきます、野津と申します。学生時代は自転車でのツーリングで北海道から沖縄まで各地を

旅し、仕事を始めてからも 10 年で 7回の引っ越しをし、そのたびにいろいろな地域の文化や風

土を楽しむとともに、徒歩、自転車、車、公共交通機関等様々な交通状況の違い、問題を経験し

てきました。 

そういった経験も含めて、地域の元気や活力、安全･安心につながる取り組みをより幅広に、

よりたくさん紹介していければと考えております。 

引き続きご愛顧よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編編編集集集後後後記記記   

【問い合わせ先】 

国土交通省 政策統括官付参事官室 野津隆太 

ＴＥＬ：０３－５２５３－８１１１（内線５３－１１３） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６７５ 

E-mail：soukou@mlit.go.jp 

ＵＲＬ：http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/index.html 


